
Ⅱ　食品流通の合理化を目的とする取組用
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事業実施前に比べセリ
参加買参数は428件増
加し、遠方の買参のセ
リ参加状況としては広
島県、京都府、香川
県、愛媛県などからの
参加が増加している。
参加買参数の増加に伴
い、取扱数量（入荷
量）も計画時と比べて
117,690千本から
150,487千本と128%増
加しており、順調に進
捗している。

※達成率=(R5増加本
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増加本数)14,422千本

物流
効率
化

物流コ
ストを
1.1％以
上削減

174,27
2千円

172,49
5千円
(-

1,777
千円)
(1％削
減)

179,30
5千円
(+5,03
3千円)
(2.9％
増加)

212,59
7千円
(+38,3
25千
円)
(22％
増加)

168,97
0千円
(-

5,302
千円)
(3.0％
削減)

-723%

翌日に相対・セリ商品を配
送していた自社便について
は、配送便数を集約したこ
とによって実施前よりも
3,187,500円、60％の配送
経費の削減を行った。しか
し、遠方のセリ参加件数の
増加に伴い、県外向けの委
託配送便が増便し、また配
送単価が値上がりしたこと
から、物流スト全体では計
画策定時より5.6％増加し
た。

※達成率=(R5増減
額)38,325千円/(目標増減
額)-5,302千円

Webカメ
ラ、ネッ
トワーク
システム

211,199,999 64,000,000 - 19,200,000 127,999,999 2022/2/25

取扱数量については目
標を達成できている。
物流コストについて
は、遠方の競り参加件
数の増加に伴う増便の
ため、当初計画してい
たコストの削減よりも
増加していることか
ら、既存便、増便ルー
トを含めた統廃合など
物流コストを含めた統
廃合など、物流コスト
削減に向けた見直しを
行なう。

取扱数量については
目標を達成できてい
る。
物流コストについ
て、当初計画してい
た配送経費の削減は
取り組めている。成
果目標が達成されて
いない要因は、計画
作成時点の想定より
取扱本数が増加した
ことにより、それに
伴う物流コストの増
加によるものであ
る。一方で、売上当
たりの物流コストは
成果目標より削減で
きている。引き続
き、配送便の統廃合
などコスト削減を指
導する。

50%

（注）１ 別紙様式１号の１の（２）のⅡに準じて作成すること。  

２ 別添として、各事業実施主体等が作成した事業実施状況報告書を添付すること。

３ 「事業実施主体の評価」欄と、「都道府県の評価」欄については、評価の対象となる年度のみ、それぞれの所見を記入すること。

４ 「総合所見」欄については、評価実施年度の取組について、都道府県全体の総合所見を記入すること。

５ 「都道府県平均達成率」欄は、都道府県において事業実施地区で掲げている成果目標毎の達成率の平均値とする。

（都道府県名：兵庫県　令和６年度）

総合所見 事業実施により取扱量は大幅に増加しており、事業目的は達成できている。物流コスト削減について引き続き指導する。　※達成率=(100%+0%)/2
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